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  Q

２
月
１６
日
貍
　
午
後
２
時
〜
４
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

O
や
し
お
市
民
大
学
２
年
生
に
よ
る
自
主

研
究
発
表
「
用
水
は
泣
い
て
い
る
」
「
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
究
」
「
仮
想
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
垳
川
の
改
造
計
画
」
 

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
９
７
 

  Q
２
月
２５
日
豺
〜
３
月
７
日
貊
（
土
・
日

を
除
く
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

L
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

N
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能
 

な
方
 

O
自
転
車
、
家
具
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

入
札
に
よ
る
販
売
（
展
示
期
間
中
、
希
望

価
格
を
入
札
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
１

人
１
品
）
 

※
落
札
発
表
＝
３
月
１１
日
貂
　
午
後
１
時
 

J
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６
９
６
 

  Q
３
月
１
日
・
８
日
（
各
土
曜
日
）
　
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
 

L
ゆ
ま
に
て
体
育
館
 

N
技
術
を
更
に
高
め
た
い
方
 

O
講
師
＝
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

員
 

K
運
動
の
出
来
る
服
装
、
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ

ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
 

R
２４
人
（
申
込
順
）
 

P
１
０
０
０
円
（
消
耗
品
・
傷
害
保
険
料
）
 

M
２
月
１２
日
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

ゆ
ま
に
て
（
蕁
９９６
・
０
１
２
３
）
へ
 

  Q
３
月
５
日
貉
〜
９
日
豸
（
全
５
回
）
　

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

N
洋
ら
ん
に
関
心
の
あ
る
方
 

O
株
分
け
と
植
え
方
（
▼
１
回
目
＝
デ
ン

ド
ロ
ビ
ュ
ウ
ム
▼
２
回
目
＝
カ
ト
レ
ア
▼

３
回
目
＝
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
▼
４
回
目
＝
シ

ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
▼
５
回
目
＝
パ
フ
ィ
オ
ペ

デ
ィ
ラ
ム
）
、
洋
ら
ん
全
般
に
わ
た
っ
て

の
植
え
方
・
育
て
方
※
講
師
＝
洋
ら
ん
同

好
会
・
堀
井
喜
久
治
さ
ん
　
ほ
か
 

K
植
え
替
え
用
苗
、
空
の
素
焼
き
鉢
（
鉢

の
口
径
９
〜
１２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
）
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
協
会
事
務

局
（
八
幡
公
民
館
内
蕁
９９５
・
６
２
１
６
※

受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）
へ
 

★
同
時
開
催
「
洋
ら
ん
展
示
会
」
 

Q
３
月
５
日
貉
〜
９
日
豸
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
 

   　
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
に
よ
る
、
日
常
的
な
学
習
の
成
果

の
作
品
展
示
と
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
す
。
 

Q
▼
な
か
よ
し
作
品
展
＝
２
月
２３
日
貍
〜

２８
日
貅
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
３０
分
 

（
２６
日
は
休
館
、
２８
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
 

▼
な
か
よ
し
学
習
発
表
会
＝
２
月
２８
日
貅
 

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

J
八
幡
小
学
校
・
長
江
蕁
９９６
・
４
０
４
２
 

         　
保
守
点
検
の
た
め
一
時
停
止
し
ま
す
。
 

Q
２
月
２５
日
豺
　
午
前
８
時
〜
２
月
２６
日

貂
　
午
前
１０
時
 

J
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
蕁
A
４

６
５
 

  　
平
成
２０
年
度
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
郵

送
、
ま
た
は
持
参
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
書
が
無
い
場
合
や
不
明
な
点

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

J
資
産
税
課
蕁
A
４
１
２
 

   ●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
 

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
で
な
い

要
介
護
認
定
高
齢
者
の
方
が
、
税
申
告
に

お
い
て
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
、
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

手
続
き
　
高
齢
い
き
が
い
課
９
番
窓
口
で

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

N
▼
介
護
度
が
要
介
護
１
〜
５
の
方
▼
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
〜
６
級
を
所
持
し
て

い
る
方
で
、
原
則
と
し
て
要
介
護
４
以
上

の
方
※
所
得
税
、
市
・
県
民
税
が
非
課
税

の
方
（
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
）
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
を
所
持
し
て
お
り
同
等

の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
こ
の
認
定

書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
お
む
つ
使
用
証
明
書
 

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
２

年
目
以
降
の
方
で
、
介
護
保
険
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
一
定
の
方
は
、
市
が
交

付
す
る
確
認
書
等
で
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
え
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

J
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
４
４
７
 

  　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
タ
ヌ
キ
に
似
て
い
ま

す
が
、
長
い
し
っ
ぽ
に
し
ま
模
様
が
あ
る

の
が
特
徴
で
、
ペ
ッ
ト
が
野
生
化
し
、
県

内
で
も
急
激
に
生
息
数
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
 

　
人
家
に
住
み
着
い
た
り
、
農
作
物
を
食

い
荒
ら
す
な
ど
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て

い
る
た
め
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
天

敵
が
な
く
雑
食
性
で
強
い
繁
殖
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大

し
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

繁
殖
期
前
の
２
月
か
ら
３
月
の
対
策
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
 

　
見
か
け
に
よ
ら
ず
ど
う
猛
な
の
で
、
む

や
み
に
手
を
出
す
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

発
見
し
た
り
被
害
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

J
環
境
課
蕁
A
３
３
８
 

              〜
「
八
潮
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

（
案
）
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
募
集
〜
 

　
平
成
２０
年
４
月
に
「
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
の
中
で
は
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し

た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
を
行
う
こ

と
を
保
険
者
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
市
で
は
、
こ
の
事
業
の
実
施
に

向
け
て
、
「
八
潮
市
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」
の
作
成
お
よ
び
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
実
施
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
実
施
計
画
（
案
）
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
 

M
２
月
２９
日
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
国
保
年
金
課

（
蕁
A
２
１
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
 kokuhone 

nkin@
city.yashio.lg.jp

）
へ
 

※
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
実

施
計
画
（
案
）
策
定
お
よ
び
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
実
施
の
う
え
で
の
参

考
意
見
と
し
ま
す
の
で
、
個
々
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
 

洋
ら
ん
講
習
会
 

や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座
 

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
 

な
か
よ
し
作
品
展
・
 

な
か
よ
し
学
習
発
表
会
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
 

確
定
申
告
等
を
さ
れ
る
要
介
護
 

認
定
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

ま
ん
ま
る
よ
や
く（
埼
玉
県
東
南
部
 

地
域
公
共
施
設
・
生
涯
学
習
講
座
 

予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
）の
一
時
停
止
 

　この運動は、火災予防の意識を高めてい
ただくことで火災の発生を防止し、高齢者
等を中心とする死傷事故の発生を減らし、
財産の損失を防ぐことを目的としています。 

－全国春の火災予防運動－ 

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』 

J消防本部予防課蕁９９６－０１３４ 

中
級
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座
 

ア
ラ
イ
グ
マ
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

3月1日～7日 

●八潮の印象は？ 
　帰省する度に、街がどんどんと
立派になっていて、びっくりしてい
ます。近代的なビルと自然が調和
した美しい街だと思います。 
●俳優になったきっかけは？ 
　大学在学中に、雑誌のモデル
になりましたが、写真の中の静止し
た表現でなく、もっと動いた人間を
表現してみたくなったため、俳優を
志しました。でも、本当にこの世界
で生きようと思ったのは、初舞台を
踏んで、その興奮と感動が忘れら
れなくなったからかもしれません。 
●楽しい事、苦しい事は？ 
　舞台に立っている時、完成した
作品を見た時、この仕事のやりが
いと喜びを感じます。俳優の仕事

の一番の喜びは、演じながら色々
な人生を生きられる事だと思います。
医者、会社員、警察官、職人さん
等々。それが役づくりの楽しさでも
あり、経験のない仕事の役を演じ
る難しさだと思います。 
●目指す俳優像は？ 
　一つ一つの仕事にベストを尽く
して、月並みかもしれませんが、味
のあるいい役者になりたいです。
師匠の西岡徳馬のような。 
●市民の皆さんへのメッセージ 
　八潮市の皆様が文化事業に
力を入れている姿、本当に素晴ら
しいと思っています。これからも頑
張りますので、どうぞご支援・ご声
援のほど、宜しくお願いいたします。 

山
本
　
修
さ
ん 

映
画
で
・
舞
台
で 

活
躍
中 

八
潮
市
出
身
　
俳
優 

や
ま
も
と
　
　
　
　
お
さ
む 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

1
9
7
1
年
生
ま
れ
 

映
画
「
銀
の
男
」
主
演
 

特
技
＝
英
会
話
、器
械
体
操
 

【重点目標】 
１　住宅防火対策の推進 

住宅用火災警報器を設置しましょう。 
＊悪徳な訪問販売員に注意しましょう。 

２　放火火災防止対策の推進 
ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、雑誌など 
燃えやすいものは置かないようにしましょう。 

３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。 
 

住宅用火災警報器は設置されましたか？ 
新築住宅は平成１８年６月１日から 
既存住宅は平成２０年６月１日までに設置が必要です。 
大切な「命」「財産」を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。 
詳しい設置場所等については消防署にお問い合わせいただくか、 
市のホームページをご覧ください。 
注意　消防署が住宅用火災警報器を販売することはありませんので、 
悪質な訪問販売には十分ご注意ください。 


